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ＥＩＬＳの活用 
集計分析・活用編 
愛媛県総合教育センター 
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「編集」をクリックする。 

「成績公開する」をクリックする。 

「集計分析」をクリックする。 

※クロス集計は、現時点では県で 
実施したテストでのみ表示され 
るようになっている。 
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サマリー 

カテゴリー別 

大問別、観点別、問題形式別

に得点、得点率が表示される。 

受験者数、欠席者数、

平均点などが表示さ

れる。 
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S-P 表 

設問別 

設問別に得点、

得点率が表示さ

れる。 

S-P 表とは？ 

縦と横がそれぞれ児童

生徒（S：Student）と 

設問（P：Problem）の

正答数の多い順に並べ

替えた表の中に、Ｓ曲線

（青）とＰ曲線（赤）を書

き入れたもの。 

クロス集計 

クロス集計とは？ 

複数教科の結果をクロスさせて

作成された表。 

横軸に選択した教科、縦軸にプ

ルダウンメニューから選択した

教科として、クロス集計される。 

丸の色は、人数を表している。 

赤…１名 

青…２名 

緑…３名以上 

学級の実態を視覚的に把握で

き、重点的に指導する内容につ

いて検討する際に役立つ。 
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得点状況からは把握できない児童生徒の個々の問題における苦手意識などを把握
することができ、きめ細やかな個別指導の指針および指導の改善などに役立ちます。 
 
 

採点結果の分析から、クラスや学年といった集団での課題の傾向や、つまずきのある
児童・生徒を見つけ出すことができます。 

正答率の 
低い設問 

正答率の 
高い設問 

正答率の 
高い児童 
生徒 

正答率の 
低い児童 
生徒 

S 曲線（青線） 

児童生徒ごとに、左から

数えて当該児童生徒の  
正答数の数に当たると
ころを結んだ線 

P 曲線（赤線） 

問題ごとに、上から数え

て当該学年（学級）の
正答数の数に当たると
ころを結んだ線 

２組２６番 

正答数が８問なので、
左から８問目のところに

線が引かれている 

３（1） 

正答人数が２５人なので、

上からから２５人目のとこ
ろに線が引かれている 
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 ○テストの見直し 

  児童生徒がテストを行っている際に、教師は見直しをするよう指導しています。実際に見直しをした

か児童生徒自身がチェックすることができます。普段から活用することで、問題をよく読まずに解答する

ことを防ぐことにつながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○復習問題 

  テストを返却すると、児童生徒は採点された答案や成績を見ることができます。そして、間違った問

題のみを抽出した復習問題を確認することができ、自分がどういう問題で間違ったのか傾向を知る

ことで、振り返りに役立ちます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒 

見直し後、チェックを入れると右側の
見直し欄にチェックが自動的に入る。

 

「成績を見る」を
クリック 
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○成績処理 

  児童生徒にＥＩＬＳでテストを実施することで、成績処理を効率的に行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「復習問題一覧」
をクリック 

問題一覧が表示さ
れ、設問番号をク
リックすると問題
文が表示される。 

教師 

「集計分析」をクリック 

「成績データ」をクリックすると、Excel ファイルが
ダウンロードされるので開く。 
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 ○振り返り記述の分析 

  ＥＩＬＳでは、模範解答やキーワードを設定することで、模範解答とどの程度近い内容となっているか

を分析することができます。振り返りで活用する場合は、「宿題・課題」で作成しておくとよいです。 

 ※配点や模範解答、キーワードの設定については、「大問７」をご覧ください。 

 ※「答案を自動返却」で「しない」を選びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成績データは、テストごとに
作成される。 
各観点の正答率が表示される
ので、必要な部分をコピーし
て、成績処理に活用する。 
 
これまでの紙媒体で採点を行
い、その後得点を手入力して
いた時間を削減することがで
きる。 

「実施管理」をクリック 
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 ※「通常」では、出席番号順に、「類型」では、類似の内容の順に表示されます。 

 ※集計分析の「成績データ」をクリックすると、Excel ファイルがダウンロードされます。採点した得点

が入力されているので、必要に応じて成績処理の参考として活用できます。 

 

 ○Ｓ－Ｐ表の活用 

  Ｓ－Ｐ表を活用することで、学校、学級ごと、児童生徒ごとに「重点的に指導すべきと考えられる設問」

を把握し、学習上の課題を明らかにした上で、指導の改善・充実に役立てることができます。 

 

 

 

「設問採点」をクリック 

模範解答の内容と見比べ
得点を設定する。 

キーワードが含まれていると
赤字で表示される。 

記述に含まれているキーワードの数 

AI 採点による判定値が表示されるので
採点の参考にできる。 

〈例題〉「0501 テスト（分析用）」国語 
 次の学級のＳ－Ｐ表を見て、児童生徒の傾向と今後の指導について考えてみましょう。 
（端末を用いて問題を確認できます。） 
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平均点  
校内 65.2 点 

２組 61.5 点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問別の得点率 


